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RPAによる内部統制報告制度対応の
効率化支援

各企業における業務のデジタル化の進展とともに、財務報告に係る内部統制の評価について
も、デジタル活用による効率化が期待されています。KPMGは、RPAを活用した財務報告に
係る内部統制の評価作業の自動化と、内部統制報告制度への対応の効率化を支援します。

内部統制報告制度の導入から10年以上が経過し、多くの企業で内部統制の取
組みが定着しつつある一方で、対応に要する工数・コストが高止まりしてい
るとの声が聞かれます。企業を取り巻く環境は⼤きく変化しており、ビジネ
ス環境の変化を捉えた内部統制の効率化・高度化が求められています。
内部統制の取組みの効率化にはさまざまな選択肢が考えられますが、その中
でも評価作業に係る負担は⼤きく、業務効率化により、評価工数の配分を見
直し、経営資源の再分配を行うことが重要です。
デジタルテクノロジーの活用は、そのための有効な解決策の1つです。近年、
各企業において導入が進んでいるRPA（Robotic Process Automation）を活用
することで、財務報告に係る内部統制の評価作業を自動化し、業務の効率化
を進めることが可能です。

内部統制評価作業の課題とRPA活用のメリット

RPAの活用により、内部統制報告制度対応における評価作業の各ステップで
の効率化が可能です。

Before
手作業による評価

After
RPA活用による評価作業の自動化

母集団の特定と人手によるサンプル選
定の工数が発生。

母集団の特定とサンプル選定の自動実
施により、対応負荷を削減。サンプル
選定時の恣意性も排除。

評価実施者のスキル・経験により、評
価結果の品質にばらつきが生じる。

評価実施者のスキル・経験にかかわら
ず、標準的な評価を自動で実施。

手作業によるテスト結果の記録が必要。
また、人手によるエラー・ミスも発生。

記録の自動化により、対応負荷やミス
が減少。さらに、検出された不備事項
の評価や改善対応など、（記録作成後
の）付加価値の高い作業に注力が可能。

サンプル選定

テスト実施

記録

評価作業の
ステップ

証憑の提出依頼・回収対応に膨⼤な工
数が発生。

資料収集の自動化により、提出依頼と
回収対応が不要となり、対応負荷を⼤
幅に削減。

証憑収集
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ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するもの
ではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点
及びそれ以降においての正確さは保証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報の
みを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判
断ください。
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RPAを活用した評価作業の流れ

母集団からのサンプル抽出、テスト手続の実施、評価結果の文書化など、一
連の評価作業について、RPAによる自動処理が可能です。

例：ユーザー登録に関するテスト マニュアル作業RPAによる自動処理
テスト手続1：ユーザーIDの登録前に申請内容が承認されているか
テスト手続2：適切な承認者によって申請内容が承認されているか

RPA
実行

評価対象期間内において
新規に登録された
ユーザー一覧の抽出

母集団リストの保存 1. 母集団リストから、
サンプルの選定と抽出

2. 選定したサンプルを
テストシートに転記

1. チケット管理ツール
（申請ツール）からの
データ取得

2. テストシートへの
データの転記

結果記録テスト結果の
レビュー

テスト
完了

【01サンプル選定】
【02 証憑収集】

【04 記録】 【03 テスト実施】
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テストシート上で
テスト実行

RPA活用による自動化例

パスワード
ポリシー

設定されているパス
ワードポリシーに基
づいて、パスワード
のテストを行います。

インシデント
管理

一般的なチケット管
理システムを用いて、
インシデント管理の
テストを行います。

プログラム
変更管理

さまざまな形式で抽
出したサンプルを用
いて、変更管理のテ
ストを行います。

ユーザーアクセス
定義

チケット管理システム
上の情報に基づき、
ユーザーアクセス権限
の設定内容について、
テストを行います。

アクセス権限の
削除

不要なユーザーアク
セスの削除が実行さ
れたかについてテス
トを行います。

本番環境への
アクセス

開発環境へのアクセ
スが認められている
ユーザーIDの権限設
定の内容に関するテ
ストを行います。

IT全般統制（ITGC）のテスト自動化例

業務プロセス統制（PLC）のテスト自動化例（購買）
在庫管理

外部倉庫の在庫デー
タと、自社の在庫管
理システムの数量が
一致していることを
テストします。

発注（1）
発注書が、金額等に
応じた適切な決裁権
限者の承認を得たう
えで発行されている
ことをテストします。

発注（2）
あらかじめ取引先マ
スタに登録された内
容に基づき、発注書
に適切な支払条件が
記載されていること
をテストします。

業務プロセス統制（PLC）のテスト自動化例（販売）
債権管理

自社が認識している
売掛債権の金額と、
顧客から入手した買
掛債務データが一致
していることをテス
トします。

受注
金額等に応じた適切
な決裁権限者の承認
を得たうえで顧客か
ら受注していること
をテストします。

請求
請求データが、受注
データおよび検収
データの内容と一致
することをテストし
ます。

KPMGは、個々の企業の事業内容や業務プロセスを理解
することに努め、財務報告に係る内部統制の評価作業に
おけるRPAの適用対象範囲の特定と、RPAの仕様作成・

開発を支援します。また、業務プロセスやシステム自体
を見直すことによる、RPAの適用範囲拡⼤の見極めにつ
いても対応が可能です。

評価項目・手続がおおむね確定している統制や運用評価
において、確認が必要となるサンプル件数が多い統制、
ITシステムから生成されるデジタルデータを監査証憑と

して入手可能な統制については、RPAの適用可能性が高
いと考えられます。
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